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営業外費用及び特別損失の発生並びに 

平成20年9月期中間期 業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

 平成20年９月期中間期（平成19年10月１日～平成20年３月31日）の業績予想について、平成19

年11月26日の決算発表時に公表いたしました中間期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

なお、営業外費用及び特別損失が発生しましたので合わせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．個別における営業外費用の発生及びその内容について 

   平成20年９月期中間期におきまして、過年度より資金運用を実施しておりました複合金融

商品（他社株転換社債及び株価指数連動債等）の時価の下落に伴い、有価証券運用損１２２

百万円及び投資有価証券運用損２３９百万円をそれぞれ営業外費用として計上することとい

たしました。 

 

２．特別損失の計上及びその内容 

  (１)個別における投資有価証券評価損の計上について 

平成20年９月期中間期において投資有価証券の時価評価を行ったところ、時価が著しく

下落したものあるいは実質価格が著しく下落したものについてその回復が認められないも

のに関しては、減損処理による投資有価証券評価損として６０百万円を特別損失に計上す

ることといたしました。 

 

  (２)連結子会社における役員退職慰労引当金の計上について 

    「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当

金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会 平成19年4月 監査・保証実務委員

会報告第42号）の公表を契機に、役員退職慰労金の設定が会計慣行として定着しつつある

ことを踏まえて、従来、支給時に費用として処理していた役員退職慰労金を役員退職慰労

引当金として計上することとし、過年度発生額８３百万円を特別損失に計上することとい

たしました。 
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２．平成20年９月期中間期（平成19年10月1日から平成20年3月31日）の業績予想数値の修正 

 （１）中間（連結）業績予想                       （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） １１，０５２ １，２６７ １，２９３ ６４６

今回修正（Ｂ） １１，３８０ １，４５２ １，１３７ ４４１

増減額（Ｂ－Ａ） ３２８ １８５ △１５６ △２０４

増減率（％） 3.0％ 14.6％ △12.1％ △31.7％

（ご参考） 

前期実績（平成19年9月中間期） 
１４，３７５ ２，９５２ ２，８９５ １，０４８

 

 （２）中間（個別）業績予想                       （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ４，１３４ ２８８ ５３１ ２６５

今回修正（Ｂ） ４，３１３ ２８５ ２３９ ９５

増減額（Ｂ－Ａ） １７８ △２ △２９１ △１７０

増減率（％） 4.3％ △0.7％ △54.9％ △64.1％

（ご参考） 

前期実績（平成19年9月中間期） 
７，１２４ １，７３０ １，９５４ ７２２

 

 

３．平成20年9月期中間期、業績予想の修正理由 

【 個別業績予想の修正理由 】 

個別における当中間期での売上高、営業利益に関しては概ね予想通りとなりますが、経常

利益につきましては、原油価格の高騰やサブプライムローン問題に端を発した株式相場の下

落による影響もあり、上記１による営業外費用が発生した影響から、経常利益に関しまして

△２９１百万円の修正となりました。また、当期純利益に関しましても上記２-（１）等によ

る特別損失の影響もあり△１７０百万円の修正となりました。 

 

【連結業績予想の修正理由】 

  連結業績予想の修正理由に関しまして、売上高に関しましては概ね予想通りとなる見込み

ですが、営業利益に関しましては子会社における業績が好調だったこともあり１８５百万円

の修正となりました。経常利益に関しましては、個別による影響を加味したところ、△１５

６百万円の修正となりました。 

当期純利益につきましては、個別による特別損失の影響を加味したことと、連結子会社に

て役員退職慰労引当金の過年度発生額、上記１-(２)等を特別損失として計上した影響から△

２１３百万円の修正となりました。 

 

なお、通期の業績予想並びに配当予想につきましては、前回（平成19年11月26日）発表の内

容から変更はございません。 

 

以 上 
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（業績等の予想に関する注意事項） 

上記の予想は、現時点で入手可能な情報も基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々

な要因によって、上記予想値と異なる場合があります。 

 

 

 

 


